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   A nitrite test for bacteriuria was compared with routine microscopic examination i  1,318 clinical 
urine specimens and with bacterial culture in 132. Sensitivity, specificity, positive predictive value 
and accuracy rate are as  follows  ; for diagnosis of bacteriuria more than 104 CFU/ml, 53.4%, 88.60/0, 
90.4 and 65.2%,  respectively  ; for more than  105 CFU/ml, 55.4%, 87.8%, 88.4% and 67.2%, respec-
tively. The positive rate for the nitrite test was 21.40/o for bacteriuria of 104 CFU/ml in gram 
positive cocci and 56.9% in gram negative rods. False negative results were obtained from gram 
positive cocci without nitrate reductive activity or from patients with acute uncomplicated cystitis 
because of insufficient incubation time in urinary tract. However, this simple test is valuable in the 
detection of bacteriuria in clinical practice with high specificity. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 861-865, 1997) 























心沈殿 して作成 した.検 鏡は10年以上の経験 をもつ泌
尿器科学会認定指導医が施行 した.
尿培養による尿中細菌数判定は,簡易定量培養法と
















感度,特 異度,陽 性～致率,正 診率を示 したが,い ず





















































































































































菌数が多いほ ど正診率 は上昇 した.
4.亜 硝酸試験 と菌種 との関係
これ らの結 果に対す る菌種 の影響 を検討 した.尿 中
細菌 数がIO4CFU/m1以上 で あ った菌種 におい て,
その検体 数 を,亜 硝酸 試験 が陽性 と陰性,さ らに単数
菌感 染 と複 数菌感 染 に分 けてTable3に示 した.グ
ラム陽性 菌で は単数菌感染の場 合,亜 硝酸試験が 陽性
とな った例 はStapnjlococcusaureusが2検体,StrePto-
COCCZtsagalCtctiaeが2検体で あった.
次 に亜硝 酸 試験 陰性 で 尿 中細菌 数 が104CFU/m1
以上 で あった検 体,す なわ ち亜硝酸 試験 が偽 陰性 で
あ った菌種 は,グ ラム陽性球菌 の比率が増加 したが,
グラム陰性桿菌 も偽陰性 となる例が 多 く見 られた。
菌種毎 の検 出率 をTab互e4に示 した.グ ラ ム陽性
球菌 に関 して はS.aureusの2例は ともに陽性で あ っ
たが,EnterOCOCCtcsfaecalisは全例 陰性で あ り,全 体で
は2L4%の 検 出率 であ った.グ ラム陰性 菌 に関 して
は,多 くが陽性で あったがEschen'chiacoliは5割程度
の陽性率 で,グ ラム陰性菌 全体 で は56.9%の検 出率 で
あ った.











































































































































GNRb}subtotal 51 29 56.9




亜硝酸試験 は細菌 の硝酸還元能 を利用 した検査法で
ある.細 菌尿 の存在 は,そ の まま尿路感染症 を意味す
る もので はないので,亜 硝酸試験 のみで尿路感染症 を
診 断す る ことは不適 当である.し か し亜硝酸試験 に白
血球エ ステラーゼ反応 や尿潜血反応 を組合 わせ るこ と
に より,尿 路感染症診 断の精度 を上 げ うる と報告 され
てい る2'5)したが って亜硝酸法 は,こ れ らの基本 と
なる細菌尿検 出法 であ り,そ の精度 を正 しく評価す る
ことが重要 と思 われる.今 回は本法 と尿沈渣,ま た菌
数お よび菌種 との関係 につ いて検討 した.
亜硝酸試験 は尿 中の硝酸塩 を細菌 が還元 して生ず る
亜硝酸塩 を定性 的に判定す る方法 であるが,グ ラム陽
性球 菌には硝酸還 元能 の欠如 している菌種,あ るいは
還元 能の低 い菌種 が多いため,理 論 的に本法が陰性 に
なる場 合が多い.グ ラム陽性球菌 のなかで硝酸還元能








aeviamなどがあ る6'7)今回の検討 にお いて もE..fae-
calis,S.saProPh■ticus,S.mitisによる細 菌尿 は陰性で
あ った.グ ラム陰性桿 菌は通常,硝 酸還元能 を有 して
いるが,こ れ らに よる細菌尿 に対す る本法 の結果 は,
特 異性 に関 しては優 れていた ものの,感 度 はグラム陽
性球 菌 と同様 劣 ってお り偽 陰性 が多 く見 られた.
尿 沈渣 との関係 においては,特 異性 はグラム陰性桿
菌,グ ラム陽性球菌 ともに従来の報告8)並みかあ るい
は上 回る成績 を示 している.こ れは当施設で の検体 の
作 製お よび判 定が,熟 練者 に よって行 われているこ と
が反 映 されているため と思 われる.感 度 はグラム陰性
桿菌 と比べ て グラム陽性球菌 の場合 に明 らかに低 く,
尿定量培養 との関連 と同様 の傾 向が み られた.
尿路感染症 の原 因菌 として一般 的に見 られ るE.coli
に対 する検 出率 は,従 来80%以上 とい う報告が ほ とん
どであ ったが9'10),今回の検討で は52.8%の検 出率 で
従来 の報告 に比べ て低 い結 果で あった.通 常,E.coli
は硝酸還 元能 を有 しているため高 い正診率が予想 され
たが,今 回は低値 で あった ため,E.coliの単独 菌感
染の場 合のみで,複 雑性尿路感 染症 と単純性尿路感染
症 に分 けて検討 した ところ,前 者 は71.2%の陽性率
(28検体 中20検体 陽性)で あ ったの に対 して,後 者 は
31.6%の陽性 率(19検体 中6検 体 陽性)に す ぎず,単
純性 尿路 感染症で偽 陰性 であ った13例はすべ て急性単
純性膀胱炎であった.
一方,尿 中細菌数 と本法の陽性率の関係は,菌 数が













られた もの と思われる.尿 試験紙法 はその簡便性か
ら,日常の外来診療においてその有用性が発揮 される
ものであるが,急 性単純性膀胱炎においてこのように
偽陰性が高率であることは,充分認識 してお くべ きで
ある.なお腸内細菌属の細菌であれば,亜硝酸試験を

























性単純性膀胱炎の患者の検体か ら多 く得 られた,
以上より,亜硝酸法を用いた尿中細菌検出法は,グ
ラム陽性球菌のみならずグラム陰性桿菌においても感
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